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(内整理を含む負債1,000万円以上)

奈良会議所ニュース
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業

9,000万円

仕入管理

5

丘

2

額

電気、溶接、ガス
30年

女

営

3

12

住宅設備機器営
業及施工 6.6年

乗客乗客
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経理事務

新規求

管理業務
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手取賃金
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仕入出荷

歯科衛生技
士

230,000円

170,000円

160,000円

150,000円

180,000円営業外交 10年

29.6年

人

看護助手

業紹介状況

昭和54年7月10日(毎月1回10日発行)

熟霊筆゛1険模住勤務時間
(休日)

フ.3年

の

8.00~17.00
(日曜)

008.00~17
(日曜)

希

1

4年

(5月)学卒・ トを除く(奈良公共職業安定所)ノ'、^

8.00~17.00
細曜)

規

奈良市
通

奈良大阪
通

5年

間

100,000円

8.00~17.00
(日曜)

8年

求

100,000円

150,000円

100,000円

8.00~17.00
(日曜)

間有効求職老

1

効

奈良大阪
通
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2年
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9.00~ 5.001 奈良市佃'祝士半目)1 木通

ノ
求ノ~

効

所

奈良市消費者物価指数 4月(昭和50年=100)
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9.00~ 5.00
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学歴

件

奈良大阪

3月

倍

奈良市

奈良市

中卒
普通自動車免許

男

上

4月

奈良大阪
通

不問

対前月比

高卒(化学科)
普通自動車免許

121.0

516
1,705
134
47フ

2,093
332
0.81
154

122.6

昇

不問

奈良市
通

資格

奈良市

旧中卒(普通科)

女

不問

対前年
伺月比

奈良市

奈良市

中卒普通自動車
(二種)免許

253
759
94
569

2,027
266
0.37
98

1.3

前年比%

0.フ

不問

高卒
原付免許

食料住居

奈良市

乗客数 5月(国鉄奈良駅・奈良交通)(人)
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高卒簿記2級

2.5
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月別

8,500万円

局オf

115.4

大阪府立
公衆衛生学院

116.9

試算表まて

中十

硫急理府統計局)

国鉄奈良駅

Ⅱ7.9

118.7 114.9

1 姻.0
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乗客

被服雑費
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奈良交通名所めぐり
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有
有
有
有
有
無
有
無
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京

本

奈
木

◆
弐

営

ま
た
ぞ
ろ
当
会
議
所
ニ
ユ
]
ス
の

利
用
方
法
に
つ
い
て
書
い
て
み
ま
す

▼
当
ニ
ユ
ー
ス
を
ご
愛
統
願
っ
て
い

る
方
で
ビ
記
憶
の
方
も
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
が
五
月
号
に
「
倉
庫
貸
し

ま
す
」
の
タ
イ
ト
ル
で
五
行
ほ
ど
の

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
ー
を
掲
載
し
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
会
員
の
方
の
、
こ
希
望

に
ょ
る
も
の
で
す
。
五
月
号
発
送

後
、
数
日
し
て
当
の
本
人
か
ら
「
お

陰
さ
ま
で
借
主
か
決
ま
り
ま
し
た
」

と
の
返
事
。
担
当
者
と
し
て
嬉
し
い

誤
算
?
と
、
あ
ら
た
め
て
広
報
と

し
て
の
当
ニ
ユ
ー
ス
の
重
要
さ
を
認

識
し
た
次
第
で
す
▼
前
述
の
パ
ブ
リ

ソ
デ
ィ
ー
の
他
、
身
近
か
な
話
題
な

ど
何
で
も
結
構
で
す
。
利
用
し
て
や

ろ
う
と
の
心
構
え
で
ご
一
報
く
だ
さ

も
ち
ろ
ん
無
料
で
す
。
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本
年
は
第
十
期
議
員
改
選
の
年
に
当
た
り
ま

す
。
会
費
未
納
の
方
は
早
く
御
納
入
く
だ
さ
る

よ
う
%
願
い
致
し
ま
す
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当
所
で
は
昭
和
五
十
三
年
度
事
業
報
告
並
ぴ
に
収
支
決
算
及
び
議
員
選
挙

選
任
要
項
の
鴛
を
主
要
議
案
と
す
る
第
七
十
回
議
員
総
会
を
七
月
十
日

午
後
二
時
す
ぎ
ょ
り
当
所
五
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
。
事
業
報
告
、
収

支
決
算
に
つ
い
て
は
原
案
通
り
、
議
員
選
釜
任
要
項
等
に
つ
い
て
も
そ

れ
ぞ
れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
九
。

総
会
は
小
林
会
頭
ら
七
十
二
名
が

出
席
。
小
林
会
頭
が
議
長
と
な
り
議

事
に
入
っ
た
。

議
水
は
ま
ず
報
告
出
項
か
ら
入
り

そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
帆
告
の
う
え
了

承
さ
れ
た
。

円
議
員
の
一
部
異
動
に
つ
い
て

▽
{
綴
員
就
任

阪
本
龍
児
氏
・
鵠
南
都
銀
行
頭
取

野
村
正
雄
氏
・
暢
三
栄
相
互
銀
行

社
長

マ
ニ
議
員
就
任

野
村
正
雄
氏
・
帰
三
栄
相
互
銀
行

社
長

マ
一
号
議
員
異
動

鵠
太
陽
神
戸
銀
行
西
大
寺
支
店
長

(
新
)
竹
内
昭
二
氏

(
旧
)
竹
下
雄
三
氏

⇔
部
会
長
選
任
に
つ
い
て

▽
棚
光
部
会

新
部
会
長
・
西
田
誠
宏
氏

▽
理
財
部
会

金

等
に
関
す
る
規
則
一
部
改
正
に
つ

い
て

本
件
は
、
当
所
友
好
俣
楽
部
の
地

階
移
設
に
伴
う
、
の
で
三
階
及
び

地
階
の
貸
会
議
室
料
金
を
改
訂
す

る
旨
報
告
。
尚
、
改
昇
金
に
つ

い
て
は
次
号
に
掲
載
予
定
。

そ
の
他
、
「
大
型
店
舗
法
の
改
正

と
こ
れ
に
伴
う
出
店
届
出
」
及
び

「
当
所
業
務
概
要
(
四
月
t
六

月
)
」
「
倒
産
防
止
誤
事
業
の
実

施
と
商
工
調
停
士
の
委
嘱
L
 
等
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
た
。

次
い
で
恊
議
事
項
に
入
り
、
ま
十

第
一
号
議
案
「
昭
和
五
十
三
年
度
事

業
報
告
に
つ
い
て
」
並
び
に
第
二
号

議
案
「
昭
和
五
十
三
年
度
収
支
決
算

に
つ
い
て
」
〔
表
参
照
〕
の
件
が
上

程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。

次
に
、
第
三
号
議
案
「
第
十
綴

員
選
挙
日
時
及
び
議
員
選
挙
選
任
要

項
案
に
つ
い
て
」
の
件
が
上
程
さ
れ

そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
承
認
可
決
さ

才
ナ

▽
選
挙
日
九
月
二
十
五
日
(
火
)

▽
選
挙
選
任
要
項
四
.
ヘ
】
ジ
参
照

ま
た
、
第
四
号
議
案
「
奈
良
商
工

会
議
所
商
業
活
動
調
整
協
議
会
規
則

一
部
改
正
に
つ
い
て
」
の
件
に
つ
い

て
、
次
の
と
船
り
改
正
す
る
こ
と
で

承
認
可
決
さ
れ
た
。

次
の
参
与
の
部
分
を
特
別
委
員
に

言
い
換
え
る
。

第
八
条
商
器
に
参
与
若
干
名

新
部
会
長
・
阪
本
龍
児
氏

国
二
号
議
員
の
部
会
別
割
当
て
に
つ

い
て

歌
の
通
り
割
当
て
る
。

商
業
小
売
(
七
名
)
・
商
業
卸

会
茗
)
・
工
業
会
一
名
)
・
繊

維
工
業
全
名
)
・
観
光
(
四

名
)
・
醸
造
(
一
名
)
・
工
芸

(
一
名
)
・
建
設
(
六
名
)
・
理

財
(
五
名
)
・
交
通
迎
輸
(
三

竺
十
五
名

名
)

四
三
号
議
員
選
任
に
つ
い
て

次
の
諸
氏
を
選
任

鵠
南
都
銀
行
・
関
西
電
力
鮒
奈
良

支
店
・
奈
良
交
通
倹
・
近
畿
電
気

工
事
咽
奈
良
支
店
・
下
出
久
治
郎

氏
・
乾
太
郎
氏
・
杉
山
嘉
一
氏
.

細
田
義
雄
氏
・
河
合
利
喜
蔵
氏
・

小
林
茂
市
氏
・
大
東
善
治
氏
・
近

東
弘
七
氏
・
岡
本
栄
一
氏
・
上
林

安
彦
氏
・
西
田
誠
宏
氏

国
奈
良
商
工
会
鷲
会
館
の
使
用
料

¥

ン

、
'

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

参
与
は
関
係
官
公
庁
の
職
員
そ

の
他
よ
り
会
頭
が
こ
れ
を
委
嘱
す

る
。ニ

、
参
与
は
会
議
に
出
席
L
意
見

を
述
べ
る
こ
と
が
で
.
き
る
。
た
だ

し
議
決
に
加
力
る
こ
と
が
で
き
な
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、
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、
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L以
上
、
い
ず
れ
も
慎
重
審
議
さ
れ

午
後
四
時
半
す
ぎ
議
員
総
会
を
終
了

し
ナ三

号
議
員
十
五
名

選
任
に
同
意

第
二
四
回
常
議
員
会

十
日
の
議
員
総
会
に
先
立
ち
七
月

二
日
、
正
副
会
頭
は
じ
め
上
村
嘉

員
ら
十
七
名
の
出
席
に
ょ
り
第
三

四
回
山
綴
員
会
を
開
催
。

当
日
の
主
要
議
案
で
あ
る
二
号
議

員
の
部
会
別
割
当
て
、
三
号
議
員
選

任
同
意
、
及
び
会
館
使
用
料
に
関
す

る
規
則
一
部
改
正
の
三
議
案
に
つ
い

て
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
了
承
さ
れ

た
。ま

た
、
昭
和
五
十
三
年
度
事
輪

告
、
収
支
決
算
及
ぴ
選
挙
選
任
要
項

等
、
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
も
そ

れ
ぞ
れ
了
承
さ
れ
た
。

(
尚
、
議
案
内
容
に
つ
い
て
は
総
会

記
事
を
参
照
さ
れ
た
い
J
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昭和 53年度収支決算総括表
昭和 5 4年3月3 1日

業収入

共益分担金

35,496,000

繰

1,076,000

奈良会議所ニュース 昭和54年7月10日(毎月1回10日発行)

都

料

特別恊負金

4,300,000

14,374,229

付

50,10
2,500,00

i操

3,4四,72

収
1曼

,述

2,3郭,000

1＼iiーミ遡t^1

1,000,000

29,353,300

旅

2,000,000

事務局費

568,214

2,426,832 1 ],500,000

ι＼
-r寸

59,241,275 1

出

法定台
作成管理

般会,'厭鯵計峅栓1階雜1轟区創 会館会計

3,738,109

10,112

22,143,731

奈良商工会議所
(単位:門)

5,865,Ⅱ2

際

703,620
3,940,114

福利厚生費

5,138,896

1,080,534
17,152,6綴

33,091,4091

支杉、利息

29,833,360:

1,989,656

建物維持管理費

フ,470,0611

協

1,フ71,250

2,300,000!

35,496,000

特別恊負金

2,091,650

24,197,256

5,600,987

36,013

8,839,928

1左

1,719,063

・,* 1"

1,076,000

14,014,837

6,000,0001

29,353,300

351,470

1

3,313,092

479,010

4,300,000

706,726

24,214,679

16,729,229

5,313,621

炊期繰越金

10,000,00011,475,953

『王UN

J圧ミ

,」¥「'暑▲一、、予

29,833,360

.,、、,

て占、圭、

ぜ急雫゛、."、、

ξ手゛●、'、、、

",0",配I W,000,0001 173,311,825
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フ,470,061

36,164,468
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.,、,富、,妻、

に株式、、f谷社

.生、.ゞ,ゞ"ヨと●巳『.ー..、、.乢_

13,17フ,005

4,000,000

シ,,,事務月艮、,六,

3,000,000

1,768,888

4,407,539

1,000,000

=゛^見^、^' J

ノー尋.、ト.ーーJ'ー

15,550

6,WO,0

ー、J ι一三圭"岬毛リ^」ニ

^ "^

56,652,833 1 5,606,6671 33,091,409

.、"きゞ j、Y."..よJ玉'、、.'・,ーー匡.,・'、'
、^τ^'卓」

_'^

E
^^〒

会館管理械立
別会計

3,313,092

特

3,000,000

238,279

英子食".部奈良市大森町24番地
冷諏冷藁部察良市川ノ上町H播地

5,068,804

2,588,442 1

80,70
96,500

1,321,065

137,147,357

14,500

24,242,713

補助金

^

^

使用
入 1 事

"瑠1

^

,,、ー'.五主t聿、J111言"""・.●・ 3、、"、、、.,、1,=、享・',・'~、.ニ.、,,毛"、'
'・,康爲市尼ザ辻町7to.ー,松シ・,ニ'・・ーー、ミ
じ奈良φ徐が鵡慕◎泛・5ぢ(代表).ニ"に1

5,680

/ー
、,.. j

、"

亨費

議費

C

事業費

2,500,000

258,"51

884,664

ト▲J゛J ^ J

..〒〒^斗一J卓、

^、^

L ^.之一^レリ

・.業者〕・、'・・・

445,360

96,能8

50,748,526

計

317,641

1,055,09

公課分担金

96,500

4,657,403

5,120

^',月'.」き.、゛,子

一哥一^'→=七学一ー".'争.

3,313,0兜

1,095,03

勺
.妻、

24,214,679

奈良会議所ニュース

28,067,289

T E I.0742-24-2001~4
TE I.0742-22-0122~3

3,000,000

法定福利費

1,989,656

600

2,597,228

3,000,000

入イか

1 11,899,972 1 10,000,000 1Ⅱ,417,609

1,フ71,25

退職積立 184,HO

2,537,01
3,805,592

Ii[弓三、
1令匡札

腿,870

39,199,220
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昭
和
五
十
四
年
度

奈
良
商
工
会
議
所

議
員
選
挙
選
任
要
項

当
所
議
員
任
期
満
了
に
伴
う
議
員

改
選
の
選
挙
日
程
並
び
に
選
任
要
項

が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
の
で

船
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
一
号
議
員
】
定
数
五
十
人

会
員
及
び
特
定
商
工
業
者
か
投
票

に
ょ
っ
て
会
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す

る
議
員
で
す
。

▽
投
票

日
時
昭
和
鼠
年
9
月
部
日

(
火
)
午
前
9
時
か
ら

午
後
4
時
ま
で

場
所
奈
良
商
工
会
議
所

力
法
器
無
記
名

代
理
投
票
代
理
投
票
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
当
所
の

証
明
書
が
い
り
ま
す
。

▽
選
挙
人
の
資
格

会
員
昭
和
融
年
6
月
釦
日
ま

で
に
入
会
L
、
会
狩
を

納
め
た
、
の
で
選
挙
人

名
癖
に
登
録
さ
れ
元
方

に
与
え
ら
れ
ま
す
。

特
定
商
昭
和
弘
年
6
月
釦
日
ま

▽
立
候
補
の
手
統

受
付
昭
和
駄
年
9
月
1
 
日

(
士
)
よ
り
9
月
W
e

(
月
)
ま
で
(
日
曜

休
日
を
除
き
午
前
9
時

t
午
後
4
時
。
士
昭
日

は
午
前
9
時
t
正
午
)

辞
退
立
候
補
を
辞
退
L
よ
う

と
す
る
場
<
口
、
 
9
月
N

日
(
金
)
午
後
4
時
ま

で
に
文
書
に
ょ
り
届
け

る
こ
と
(
締
切
後
は
辞

退
で
き
ま
せ
ん
)

マ
選
挙
人
名
簿

禍
製
日
昭
和
融
年
7
月
]
日
現

在

縦
覧
期
日
昭
和
融
年
7
月
玲
日

よ
り
7
月
財
日
午
後
4

時
ま
で

縦
覧
場
所
奈
良
商
工
会
議
所

マ
開
票

工
業
者
で
に
負
担
金
を
納
め
た

会
員
以
外
の
特
定
商
工

業
者
に
選
挙
権
が
与
え

ら
れ
ま
す
。

▽
選
挙
権
の
個
数

会
員
会
費
の
最
初
の
一
口
に

つ
き
二
個
、
ニ
ロ
以
上

は
一

口
に
つ
き
一
個
の

選
挙
権
を
有
し
、
以
後

口
数
相
当
数
を
加
え
五

十
個
を
超
え
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

定
数
を
部
会
員
の
な
か
か
ら
選
任
す

る
議
員
で
す
。

▽
選
任
t
る
部
会
の
種
類

①
商
業
小
売
部
会
②
商
業
卸
部
会

③
工
業
部
会
④
繊
雜
工
業
部
会

⑤
観
光
部
会
⑥
酪
部
会

⑦
工
系
会
県
設
都
会

⑨
理
財
塑
一
⑩
交
↓
器
輸
部
会

マ
選
任

期
日
昭
和
融
年
7
月
即
日
か

ら
8
月
即
日
ま
で

奈
良
商
工
会
議
所

各
部
会
.
こ
と
に
部
会
の

会
議
を
招
集
し
、
割
当

て
ら
れ
た
定
数
の
二
号

議
員
を
選
任
し
ま
す
。

一
疋
数
の
各
部
会
に
割
当
て
る
二

割
合
号
議
員
の
定
数
は
、
各

部
会
員
数
と
各
部
会
員

が
負
担
す
る
△
璽
稔
額

等
を
勘
案
し
て
別
に
定

め
ま
す
。

斤戸

理
化
を
計
画
的
か
つ
速
や
か
に
進
め

る
た
め
の
措
置
等
を
講
じ
、
こ
れ
ら

中
小
企
業
者
の
新
た
な
経
済
的
環
境

へ
の
適
応
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
七
月
上

旬
に
法
律
・
政
省
令
の
公
布
・
施
行

八
月
上
旬
に
特
定
業
種
の
指
定
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。

特
定
商

工
業
老
公
本
員
を
除
く
)

▽
被
選
挙
権
昭
和
融
年
6
月
即
H

ま
で
に
入
会
し
、
会
費

を
納
め
た
も
の
で
選
挙

人
名
箔
に
登
録
さ
れ
九

方
(
畢
権
を
有
す
る

方
)
に
選
挙
権
が
あ
り

ま
す
。
公
頁
で
な
い

特
定
商
工
業
者
に
は
あ

り
ま
せ
ん
)

、

ノ

▽
当
選

政
府
系
中
小
企
業

金
融
三
機
関

貸
付
金
利
を
引
き
上
げ

有
効
投
票
の
最
多
数
を

得
元
方
か
ら
順
に
当
選

人
と
し
ま
す
。
但
し
、

有
効
投
票
総
数
を
一
号

議
員
の
定
数
で
除
し
て

得
た
数
の
4
分
の
1
以

上
の
得
票
が
な
け
れ
ぱ

当
選
で
き
ま
せ
ん
。

【
一
再
議
員
】
定
数
三
十
五
人

各
部
会
ご
と
に
、
割
当
て
ら
れ
九

,

即
日
開
票

~

日
本
銀
行
は
四
月
十
七
日
、
公
定

歩
合
を
0
・
七
五
%
引
き
上
げ
て
年

四
・
一
元
%
に
し
た
。
こ
れ
に
伴
い

五
月
初
旬
か
ら
一
般
の
貸
出
金
利
等

が
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
政
府
系
中

小
傘
金
竺
機
関
の
貸
付
金
利
も

六
月
一
日
(
一
部
は
六
月
二
日
。
九

だ
し
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
一
般

貸
村
分
に
つ
い
て
は
五
見
七
日
)
か

ら
次
の
よ
う
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

政
府
系
中
小
傘
寵
三
機
関
の
貸

付
金
利
の
引
き
上
げ
は
、
昭
和
四
十

九
年
十
月
以
来
四
年
ハ
ケ
月
ぶ
り
で

あ
る
。

0
中
小
傘
金
融
公
庫
・
国
民
金
融

公
庫

W
基
難
金
利

七
・
七
%

口
特
別
貸
付

①
近
代
化
貸
付
グ
ル
ー
プ

七
・
六
五
%

〔
電
子
・
機
械
貸
付
〕

六
・
六
五
%

(
七
・
一
五
%
)

【
三
号
議
員
】
定
数
十
五
人

定
款
の
定
む
る
と
こ
ろ
に
ょ
り
会

頭
が
推
薦
し
常
議
員
会
の
同
意
を
得

て
選
任
し
ま
す
。

そ
の
他
・
議
員
の
選
挙
・
選
任
に

つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
、
奈
良
商
工

会
誹
選
挙
委
員
会
(
総
務
部
)

T
E
L
⑳
六
二
三
而
ま
で

※
日
曜
・
祝
祭
日
及
び
士
曜
日
の
午

後
は
選
挙
事
務
は
取
扱
い
ま
せ

ん
。

''

士
士
2
リ
ト

倶
2

理
蓮
町
東
?

弁
弁
、
 
m
)

弁
弁
瓦
』
船
0
(

区
2へ
阪

東
北
大

市
町
話

市
本
話

阪
筋
電

大
(

C

:
:
J
:
ー

)株(

四
円
高
関
連
事
業
転
換

五
・
五
%
(
六
・
ニ
%
)

特
定
不
況
地
域
事
業
転
換

六
・
六
五
%
(
六
・
九
五
%
)

固
小
傘
等
経
営
改
善
資
金
貸
付

六
・
ハ
%

御
激
甚
災
害

六
・
0
五
%
(
六
・
五
五
%
)

◎
特
別
被
害
者
の
場
合

三
・
 
0
%
(
六
・
五
五
%
)

〔
注
〕
※
は
商
工
中
金
も
含
む
。

(
)
は
四
年
目
以
降
の
金
利

器
日
は
為
替
変
動
対
策
緊
瓢

資
(
六
月
二
日
実
施
)
及
び
御
を
除

き
す
べ
て
六
月
一
日
よ
り
実
施
。

0
商
工
組
合
中
央
金
庫

②
構
造
改
善
等
貸
付
グ
ル
ー
プ

七
・
一
五
%

〔
亊
絵
換
・
新
分
野
進
出
〕

六
・
六
五
%

宅
・
一
五
%
)

③
安
全
公
害
グ
ル
ー
プ

六
・
六
五
%

(
七
・
一
五
%
)

④
そ
の
他
貸
付
け

印
中
小
企
業
新
技
術
企
業
化
等
貸

村六
・
六
五
%
(
七
・
一
五
%
)

同
産
炭
地
域
貸
付

六
・
六
%

四
金
属
鉱
山
保
安
等
貸
付

六
・
六
五
%
(
七
・
一
五
%
)

国
泳
緊
ウ
触
資

園
替
変
動
対
策
參
触
資

五
・
五
%
(
六
・
ニ
%
)

②
第
不
況
地
域
緊
瓢
資

六
・
七
又
は
七
三
%

③
倒
産
対
策
緊
翻
資

六
・
九
又
は
七
・
四
%

5 4

0

ご
＼(

五
日
七
日
器
)

一
年
未
満

イ

七
・
三
五
%
(
七
・
五
%
)

同
一
年
以
上
三
年
以
内

七
・
七
%
(
七
・
九
%
)

W
三
年
超
七
年
以
内

七
・
九
%
(
八
・
一
%
)

国
七
年
超

ハ
・
0
%
(
八
・
ニ
%
)

困
手
形
割
引

七
・
一
二
五
%
(
七
・
五
%
)

囚
当
座
貸
越

七
・
六
二
五
%
(
八
・
 
0
%
)

※
数
字
は
組
合
貸
年
利
で
C
内
は

稱
成
員
貸
年
利
を
表
わ
す
。

,

産
地
中
小

臨
時

ー
:
ー
ー
:
j
 
:
,
■
:

さ
き
に
国
会
で
審
議
中
の
「
産
地

中
小
企
業
対
策
臨
時
措
置
法
案
L
 
は

六
月
六
日
全
て
の
審
議
を
終
了
し
成

立
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
円
相
場
P
腿
そ

の
他
の
最
近
に
お
け
る
経
済
的
事
情

の
苦
し
い
変
化
の
影
響
に
ょ
り
産
地

の
中
小
企
業
者
の
事
業
活
動
に
支
障

を
生
じ
て
い
る
現
状
に
対
処
し
、
こ

れ
ら
中
小
企
業
老
か
そ
の
璽
の
合

"
蔦

対
策

法
が
成
立

力

第130号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニュース 昭和54年7月10日(毎月1回10日発行)

はみんなのもの

に使いましょう

第130号(第三種郵便物認可)

E

方場

法所

1 奈良商工会議所中小企業相談所顧問
r『』rrr^

ハ棺談日木曜日 1
企業発展のため商品開発を特許・商標等で保護しましょう......一国内および世界各国の"許・実用新案.意匠.商標一
田内外国特許事務

奈良会議所ニュース

支店長和

蔦 田璋子
蔦 田正人
目9 番地

、ラダビル8 F)
5535~5557

昭和54年7月10日(毎月1 回]0日発行)

置業

個

(、1

大切

奈良支店

工「、_

田善士田=ロ
関西電力

電気

措企



人
の
使
い
方

自
己
主
張
で
き
る

雰
囲
気
う
く
り
を

会
議
に
出
て
い
て
い
つ
も
気
に
な

る
こ
と
だ
が
、
日
本
人
は
、
相
手
の

感
情
や
意
見
に
気
を
使
い
す
ぎ
る
結

果
、
会
議
で
肘
議
す
べ
き
こ
と
が
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
お
ろ
そ
か
に
さ
れ

る
傾
向
が
強
い
と
い
う
こ
と
だ
。

す
な
わ
ち
出
席
者
が
お
互
い
の
対

立
や
蔦
膝
を
さ
け
る
九
め
に
、
主
張

す
べ
き
こ
と
も
十
分
に
主
張
し
な
か

つ
九
り
、
主
張
を
し
て
も
そ
の
主
張

が
対
立
や
葛
藤
を
ひ
き
起
こ
し
そ
う

だ
と
わ
か
る
と
、
自
分
か
ら
後
退
し

九
り
、
ま
わ
り
の
老
が
そ
れ
を
無
視

す
る
と
か
、
け
ん
せ
い
す
る
こ
と
で

ひ
っ
こ
め
さ
せ
た
り
と
い
う
こ
と

で
、
う
や
力
や
に
し
て
し
ま
う
と
い

う
と
七
か
少
な
く
は
な
し
だ
ろ
う

'

が
あ
る
。

こ
れ
を
考
え
九
場
合
、
た
と
え
一

時
的
な
対
立
や
葛
藤
は
あ
っ
て
、
、

そ
れ
ら
を
お
そ
れ
る
こ
と
な
く
各
人

が
自
分
の
吉
え
を
主
張
し
、
論
十
べ

き
こ
と
は
論
じ
、
対
立
や
、
葛
藤
の

発
生
す
る
原
因
の
問
題
点
は
ど
こ
に

あ
る
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
問
題
を

根
本
的
に
解
決
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
問
題
が
解
決
す
れ
野

立
や
蔦
藤
も
当
然
、
解
消
し
て
い
く

の
が
辻
旦
通
で
た
と
え
こ
れ
が
残
っ
て

も
感
情
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
は
各
職
場
の
管
理
者
が
問
に
立
っ

て
解
消
を
は
か
る
よ
う
に
し
て
い
け

議
な
ど
持
つ
必
要
は
あ
る
ま
い
。
会

議
を
開
く
以
上
、
異
染
相
当
に
期

待
さ
れ
る
か
ら
で
、
そ
の
会
議
が
こ

の
よ
う
に
異
論
が
出
て
く
る
の
を
お

さ
え
て
い
る
よ
う
で
は
、
ま
こ
と
に

嘆
か
わ
し
い
現
象
と
い
わ
ざ
る
を
得

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
会
議

ぱ
か
り
で
な
く
こ
う
し
た
異
論
、
別

の
言
葉
で
し
え
ぱ
対
立
や
蔦
藤
が
あ

る
こ
と
は
組
織
の
直
面
し
て
い
る
問

題
が
そ
こ
に
ひ
そ
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
こ
れ
を
表
面
化
さ
せ
、
そ

れ
に
正
面
か
ら
取
り
組
め
ぱ
、
そ
う

し
た
問
題
点
か
解
決
で
き
て
い
く
。

と
、
」
ろ
が
、
い
く
ら
和
と
い
う
か

恊
調
を
尊
ぶ
あ
ま
り
、
.
こ
れ
を
表
面

化
し
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
問
題
点
は
か
く
さ
れ
た

ま
ま
に
な
っ
て
船
り
、
そ
う
し
て
問

題
占
釜
山
秡
さ
れ
、
ど
ぅ
に
も
な
ら

な
く
な
っ
て
表
面
化
す
る
と
き
は
、

も
う
簡
単
に
は
解
消
で
き
な
い
ま
で

に
こ
じ
れ
て
し
立
う
と
い
う
お
そ
れ

、
0

力
だ
か
ら
こ
そ
わ
か
国
の
会
議
で
は

,
全
員
一
致
で
賛
成
、
決
定
"
と
い

つ
た
こ
と
が
始
終
み
ら
れ
る
の
で
あ

る
0大

体
全
員
が
賛
同
す
る
よ
う
な
こ

と
な
ら
、
貴
重
な
時
問
を
さ
い
て
会

ぱ
よ
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
協
調
を
重
視

す
る
あ
ま
り
、
問
題
点
を
見
出
す
う

え
に
最
も
有
効
な
対
立
や
蔦
膝
を
む

り
や
り
に
お
さ
え
こ
ん
で
し
ま
う
よ

う
な
愚
か
さ
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
極
力
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
職
場
か
ら
職
場

の
誰
も
が
、
会
議
な
ら
出
席
者
の
誰

も
が
、
自
分
の
考
え
を
卒
直
益
べ

ら
れ
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
り
ー
グ
】

が
作
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
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夏
期
集
中
講
座

テ
ー
マ
『
転
換
期
・
日
本
経
済
を
め
ぐ
る
諸
問
題
』

講
師
奈
良
県
立
短
期
大
学
教
授
商
学
博
士
・
由
比
凌
氏

と
こ
ろ
当
所
四
階
ホ
ー
ル

日
時
別
掲
・
何
れ
も
午
後
六
時
1
同
八
時
ま
で

受
講
料
無
料

◎
再
誘
こ
希
望
の
方
は
堀
田
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
電
話
・
迷
六
ニ
ニ
ニ
冊
)

7
月
器
日
「
経
済
を
通
し
て
み
た
世
界
と
日
本
」

即
日
二
局
度
成
長
神
話
の
崩
壊
と
景
気
変
動
」

8
月
1
日
「
円
高
・
円
{
女
の
バ
ラ
ソ
ス
ツ
ー
ト
」

7
日
「
低
成
長
経
済
と
中
小
企
業
」

W
日
「
現
在
日
本
経
済
と
金
融
」

Ⅱ
日
口
九
八
0
年
代
日
本
経
済
の
展
望
」
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一
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ス
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0
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》f
、

日
本
商
工
会
議
所
等
の
主
世
よ

る
、
恒
例
の
「
そ
ろ
ば
ん
の
祭
典
」

が
去
る
五
月
二
十
七
日
、
東
京
で

開
催
さ
れ
、
本
県
の
予
選
で
選
出
さ

れ
た
代
表
、
三
栄
相
互
銀
行
の
樋
口

一

ダ

ム
々ι

ミ
>
'
゛
"
'
y
J
ξ
ど
宅

部

'
=
一

一

善
一
氏
が
全
国
大
会
に
お
い
て
、
統

上
暗
算
競
技
の
部
で
、
輝
く
三
等
に

入
賞
さ
れ
元
。

こ
の
競
技
大
会
は
今
回
で
三
十
三

回
を
数
え
る
国
民
珠
算
競
技
で
、
全

国
各
地
の
地
区
予
選
で
選
び
抜
か
れ

た
そ
の
道
で
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
競

技
大
会
妥
に
、
そ
ろ
ぱ
ん
日
本
一

を
競
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
大
会
で

入
賞
さ
れ
九
自
信
を
も
0
て
今
後
の

業
務
に
精
励
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
や
ま
な
い
。
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奈良会議所ニュース

代表取締役桝
良市大宮奈 1 丁司 6 薪 21 号

奈良 (0742) 3 4-1 4 6 1 qサTEI
京都市中京区御池通御幸町亀屋町京都府旅献会館
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小企業等経営改善資金融資制度
本融資制度は、奈良商工会議所の経営指遵を受けて経営改善
し、事業を発展させようとお考えの方六に、必要な小口の事業
資金を、商工会議所会頭の推薦で国民金融公庫より無担保・無
保証人でお貸しするものです。
◎貸付対象/常時雇用tる従業員の数が、商業・サービス

業では5/、以下、製造業その他では20/、以下
の企業であること。(注)環境衛生業種(飲
食店、理・美容店、クリーニソグ店など)
方は運転資金に限られます。尚、設備資金に
ついては環境衛生金融公庫の小企業設備改善
資金が受けられます。

◎資金使途/設備資金・運転資金
◎貸付限度額/設備資金 300万円運転資金 250万円

率/年6.8%◎利
◎返済期限/設備 4年以内(必要に応じ6ケ月レ、内の抑

置きの取扱可) 均等償還
運転 2年6ケ月以内(必要に応じ3ケ月以

内の据置きの取扱可)均等償還
◎担保・保証人/不要(信用保証協会の保証もいりません)
◎貸出機関/国民金融公庫

..Ⅱ」..、.11,..,.E.

第130号(第三種郵便物認可)

信頼
近・
チ支
脈動し、n
生命のシ
技術の確

卯 し、
ムを

か
近電工は大きな信頼にこたえまナ。

月曜日法律相談

火曜日経営相談

水曜日経理・税務相談

木曜日特許相談

金曜日金融相談

の大きさ・
の
式、

六販事務所

C

成長する都市の、
くる

で,、π

10:00~12:00

13:00~15:00

13:00~15:00

13:00~15!00

9:00~17:00

J,J J

当所では会員サービスの一環として専門相
談室を設けており好評をいただいております。
あなたもお気軽にご利用くださし。なお利

用される方は事前(前日可)に当所までご連
絡ください。(担当石田まで) TEL26-6222

司Ⅱ 1 1 1

奈良会議所ニュース 昭和54年7月10日(毎月1回10日発行)
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6
月
例
会

去
る
6
月
6
日
(
水
)
午
後
6
時
よ

り
当
所
4
階
中
ホ
】
ル
に
お
い
て
本

田
副
部
長
他
如
名
が
参
加
し
て
鵠
ヤ

マ
ノ
ビ
ユ
ー
テ
井
メ
イ
ト
.
一
兀
ミ
ス

イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
,
ナ
ル
日
本
代
表
公

文
裕
子
女
史
を
お
迎
え
し
て
ビ
イ
フ

お
し
や
れ
講
座
〔
写
真
〕
を
開
催
L

た
。
(
担
当
会
員
委
員
会
、
委
員
長

須
河
俊
治
氏
)

そ
の
中
で
公
文
裕
子
女
史
は
↓
従

来
か
ら
わ
か
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ソ
よ

あ
ま
り
お
し
や
れ
に
は
関
心
を
は
ら

わ
な
か
っ
た
も
の
の
、
時
代
の
高
度

化

国
際
化
に
と
も
な
い
そ
の
必
要

度
は
高
ま
り
、
特
に
中
堅
管
理
者
に

と
っ
て
は
企
業
の
中
心
的
存
在
あ
る

い
は
企
業
を
代
表
し
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、
今
後
お
し
ゃ
れ
に
関
し
て
十

分
興
味
を
示
し
て
欲
し
い
」
と
強

プ
お
し
ゃ
れ

講
座
開
催
"

又
誤
・
中
塚
・
海
保
各
氏
が
そ

れ
ぞ
れ
モ
デ
ル
に
な
っ
て
キ
ノ
式

ピ
ッ
プ
美
容
を
実
施
し
、
そ
の
効
果

の
程
を
確
か
め
た
。
尚
こ
の
会
合
の

模
様
は
N
H
K
6
4
0
・
サ
ラ
リ
ー

マ
ソ
ラ
イ
フ
等
の
番
組
で
中
堅
管
理

者
の
美
容
と
題
し
て
放
送
さ
れ
た
。

又
各
企
荏
お
か
れ
ま
し
て
美
容

お
し
ゃ
れ
・
話
し
方
等
の
講
座
に
つ

き
ま
し
て
は
当
青
年
部
会
会
員
で
あ

る
鵠
奈
良
キ
ノ
ま
で
ビ
連
絡
下
さ
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1

六
月
例
会
開
催

六
月
十
二
日

正
午
よ
り
午
後
二
時
ま
で

奈
良
響
察
本
部
、
文
化
財
保
安

官
、
速
水
力
氏
瓢
師
に
招
い
て
、

日
項
の
文
化
財
怠
、
と
り
わ
け
防

犯
の
立
場
よ
り
の
話
を
拝
や
た
。

普
通
一
般
に
い
う
文
化
財
保
護
と

つ
た
一
面
も
知
ら
さ
れ
、
参
加
者

一
同
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。

新
倶
楽
部
施
設
い
よ
い
よ
完
成
ノ

五
月
始
め
よ
り
、
行
な
っ
て
い
る

地
階
改
装
工
事
は
予
定
通
り
進
抄
し

六
月
末
日
に
は
完
成
し
、
本
号
が
お

手
許
へ
届
く
頃
に
は
、
備
品
等
の
移

動
も
終
り
、
会
員
の
皆
様
の
ご
利
用

に
供
し
て
い
る
と
存
じ
ま
す
。

般
若
心
経
解
説
会
の
開
催

倶
楽
部
施
設
の
移
設
を
記
念
し
て

七
月
よ
り
毎
月
一
回
、
九
回
に
わ
た

り
仏
教
の
教
典
の
な
か
で
最
も
親
ま

れ
て
い
る
般
若
心
経
の
教
え
を
平
易

に
解
説
し
て
い
た
だ
く
、
解
説
会

(
げ
せ
?
そ
を
右
の
通
り
開
催
致

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま

で
。

、
0

L
<
連
絡
>

◎
7
月
例
会
(
経
済
需
会
)

と
き
 
7
月
器
日
(
月
)

午
後
5
時
釦
分
よ
り

と
こ
ろ
当
所
4
階
棚
号
室

テ
ー
マ
経
済
を
通
し
て
み
た
世
界

と
日
本

講

師
奈
良
県
立
短
期
大
学
教
授

商
学
博
士
・
由
比
凌
氏

◎
8
月
例
会
(
家
族
旅
行
会
)

と
き
 
8
月
5
日
(
日
)
 
t
6
日

(
月
)

と
こ
ろ
山
峡
の
ふ
る
さ
と
旅
行
村

天
の
川
(
吉
野
郡
天
川
村
)

張
。

さ
ら
に
服
装
・
歩

き
方
・
話
し
方
・
姿

勢
.
ヘ
ア
ー
ス
タ
イ

ル

洗
顔
等
に
つ
V

て
人
く
に
ょ
り
よ
い

印
象
を
与
え
る
た
め

の
基
木
的
な
事
項
に

つ
い
て
実
例
を
も
っ

て
需
。

=
一

■
日
時
七
月
二
十
四
日
、
八
月
二

十
八
日
、
九
月
二
十
五
H

才
し
雪
口

二
十
七
貝
十
二
月
十
四

日
、
五
十
五
年
一
月
二
十

二
日
、
二
月
二
十
六
日
、

三
月
二
十
五
日

時
問
は
い
ず
れ
も
午
後

六
時
1
八
時

⇔
欝
友
好
倶
楽
部
和
室
の
予
定

白
需
大
和
小
泉
・
庚
申
堂
金
輪

院
住
職
井
村
患
師

四
参
加
資
格友

好
倶
楽
部
会
員
に
限
る

詳
し
く
は
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま

t
。

、

、

一ず
イ

一
=
'
一
宅
:
ニ
=
1
 
三
一
T
 
:
一
一
一
:
:
一
一
一
、
'
一
一
一
三
一

1一礁

舮

・
二
一

日「
頭
や
勘
が
大
変

よ
い
」
よ
う
だ

例
え
ぱ
、
買
い
物

を
し
轟
の
釣
銭

の
渡
し
方
を
見
る

と
、
そ
の
辺
の
こ

と
か
よ
く
わ
力
る

事
業
予
定

八
月
上
旬
、
海
上
自
衛
隊
の
恊
力

0

忍
衛
艦
の
体
験
航
海
を
行
な
い

ま
す
。
参
加
人
員
は
都
合
で
、
五

十
名
と
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は

後
日
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

0
十
打
も
し
く
は
十
一
月
に
、
山
口

秋
菊
方
面
の
一
泊
の
旅
行
会
を

企
画
中
で
す
。

二
』

経
{

,

こ

ま
、

一
=

客
か
千
二
百

ム
,
、

七
十
円
の
品
物
を
買
い
、
千
円
札

二
枚
で
支
払
っ
た
と
す
る
。
こ
の

場
合
、
店
主
ま
た
は
店
員
は
、
音

録
で
二
千
円
か
ら
千
二
百
七
十
円

を
引
算
し
て
、
裂
は
七
百
三
十

円
と
計
算
L
、
こ
の
釣
銭
と
買
上

げ
品
を
客
張
す
。
客
も
暗
算
で

計
算
し
て
い
る
の
で
、
貰
っ
た
釣

銭
を
一
寸
あ
ら
た
め
は
す
る
が
、

至
極
無
造
作
に
仕
舞
い
こ
力
。

と
こ
ろ
が
、
欧
米
人
は
そ
う
は

い
力
な
い
ら
し
い
。
そ
こ
で
彼
ら

の
買
い
物
だ
が
、
(
こ
こ
で
は
、

ド
ル
や
フ
ラ
ソ
な
ど
で
な
く
、
説

明
の
便
宜
の
た
め
円
で
共
る
こ

と
に
す
る
)
前
例
と
同
じ
よ
う
に
、

客
は
千
二
百
七
十
円
の
品
物
を
買

い
、
千
円
札
二
枚
で
支
払
っ
た
と

す
る
。
そ
こ
で
店
主
ま
た
は
店
員

品
物
と
入
裂
を
持
っ
て
き
て
、

)
、

、

客
の
前
へ
品
物
を
差
し
出
し
て
置

き
、
そ
の
横
へ
五
百
円
札
を
置
い

て
、
品
物
の
代
金
千
二
百
七
十
円

へ
加
え
て
「
千
七
百
七
十
円
」
と
呼

唱
し
、
子
け
て
百
円
玉
を
加
え

て
「
千
八
百
七
十
円
」
、
さ
ら
に
百

円
玉
を
加
え
て
「
千
九
百
七
十
円
」

0

0

そ
の
上
へ
十
円
を
一
?
づ
つ
加
え

て
「
千
九
百
八
十
円
」
、
「
千
九
百

九
十
円
」
、
「
二
千
円
」
と
い
う

具
合
で
あ
る
。
こ
の
や
り
方
は
、

手
間
は
か
か
る
が
、
店
と
客
の
両

方
に
と
っ
て
、
商
品
と
金
銭
の
授

受
か
極
め
て
正
確
で
あ
る
。

も
う
一
つ
異
っ
た
例
を
あ
げ
よ

う
。
一
つ
の
集
団
の
人
員
が
そ
ろ

つ
て
い
る
か
ど
ぅ
か
を
調
べ
る
の

に
点
呼
と
い
う
こ
と
を
す
る
が
、

こ
れ
は
時
間
と
手
問
を
く
う
。
そ

こ
で
、
軍
隊
な
ど
で
は
、
分
隊
長

か
隊
員
を
普
通
は
二
列
横
隊
に
並

ば
せ
て
、
前
列
の
老
に
右
か
ら
順

ビ
タ
ミ
ン
E
た
っ
ぷ
り
の

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
小
麦
脛
芽
油

ノ

0

ノ

4
0

1

三

0

Ξ

0

三
一
:
三
、
:
・
.
一
一
一
:
,
.
早
一
,
:
.
ニ
=
一
:
三
▼
:
一
一
一
一
,
'
=
一
二
冒

昧
方

0

0

.

.

.

ミ
そ
れ
に
自
分
一
名
を
加
え
て

冒
貝
三
十
名
L
 
と
報
告
す
る
の

で
あ
る
。
二
列
横
隊
で
な
く
四
列

縦
隊
の
人
員
把
握
は
一
層
む
ず
か

し
い
。
四
列
縦
隊
と
し
う
の
は
行

軍
体
形
で
二
列
横
隊
か
ら
「
右
向

け
右
」
の
号
令
で
作
ら
せ
る
。
す

な
わ
ち
、
号
令
で
全
員
が
右
に
向

く
と
同
時
に
、
二
列
横
隊
の
番
号

で
偶
数
の
者
は
直
前
の
奇
数
の
者

の
右
側
へ
、
そ
れ
も
前
列
の
者
は

前
列
の
、
後
列
の
者
は
後
列
の
そ

れ
ぞ
れ
の
右
側
へ
出
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
出
来
た
縦
隊
の

最
後
の
並
び
は
四
人
、
三
人
、
ニ

町
即

東
印

ヒ
 
4

才
 
7

奈
 
T

子
.
三
・
:
三

Ξ

8

一
=

Ξ

勘
だ
け
に
頼
る
こ
と
か
ら

早
く
脱
却
し
よ
う

Ξ

]
イ
"
メ

一
=
、
.
三
一
,
一
=
一
:
,
二
一
、
、
三
一
:
,
,
一
一
一
』
、
一
一
、

そ
れ
か
ら
一
人
を
差
L
引
V
た
し

で
自
分
一
人
を
加
え
て
尿
賀
二

十
六
名
」
同
誓
し
て
ヨ
千
五

名
」
、
「
三
十
四
名
」
で
あ
る
と

計
算
L
て
、
上
官
に
帆
告
す
る
。

と
こ
ら
が
欧
米
人
に
は
こ
ん
な
器

用
な
二
と
は
で
き
な
い
の
で
一
人

一
人
頭
数
を
数
え
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
世
の
中
に
は
、
都
合

よ
く
並
ん
で
く
れ
る
人
間
だ
け
で

な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
の
数
を

数
え
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
力
が

も
っ
と
多
い
。
そ
の
苦
手
の
駐
"

を
早
く
正
し
く
す
る
た
め
に
欧
米

人
は
、
ま
ず
、
数
取
り
器
を
発
明

し
、
次
艀
算
機
、
さ
ら
に
コ
ソ

ピ
ユ
】
タ
ー
を
発
明
し
た
。
す
な

わ
ち
、
科
学
的
な
力
法
や
手
佳

よ
っ
て
世
の
中
窪
歩
を
促
し
た

こ
と
は
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
だ
ろ

空

に
左
へ
「
一
、
ニ
、
三
・
・
・
:
・
」
と

番
号
を
と
な
え
さ
せ
る
。
そ
し
て

例
え
ば
最
後
の
番
号
が
「
十
五
」

で
あ
り
、
そ
の
十
五
番
の
う
し
ろ

に
も
人
が
い
る
場
合
は
、
「
十
五
」

の
声
鴛
る
の
で
分
隊
長
は
暗
算

で
十
五
を
二
倍
し
た
上
に
自
分
一

名
を
加
え
て
届
貝
三
十
一
名
」

と
小
隊
長
に
報
告
す
る
。
も
し
、

十
五
番
目
の
う
し
ろ
に
人
が
い
な

い
場
合
は
、
十
四
番
目
の
後
列
の

者
が
、
「
十
五
」
の
声
が
終
っ
た

直
後
「
欠
」
と
と
な
え
る
の
で
あ

る
。
す
る
と
、
分
隊
長
は
暗
算
で

十
五
を
二
倍
し
て
、
一
を
差
し
引

三

店
店

本
支

一
τ
二
ー

"
三
.
:
:
=
=
:
 
1
三
.
:
:
二
一
●
.
二
』

Ξ

区

、

、
一
一
一
三
:
:
.
、
一
=
:
=
:
;
.
三
,
;
:
三
、
.
」
.
三
'
ー
.
二
一
;
.
:
一
一
一
,
.
'
一
冒

人
、
一
人
と
い
う
四
通
り
が
あ
る
。

こ
の
四
列
縦
隊
の
場
合
で
も
人

員
の
把
握
に
も
分
隊
長
は
、
最
も

左
側
の
列
に
番
号
を
と
な
え
さ
せ

る
。
最
後
の
並
び
が
四
人
の
場
合

は
、
例
え
ば
「
十
二
」
黒
る
。

し
か
し
、
三
人
の
と
き
は
、
欠
員

の
直
ぐ
左
側
の
者
が
「
一
名
欠
」

と
と
な
え
る
。
二
人
の
と
き
は
同

じ
よ
う
に
「
二
名
欠
」
、
一
人
の

と
き
は
「
三
名
欠
L
 
の
声
が
聞
か

れ
る
。
そ
こ
で
分
隊
長
は
暗
算
で

十
二
を
四
倍
し
て
自
分
一
人
を
加

え
て
「
総
員
三
十
七
名
」
ご
名

欠
」
の
と
き
は
十
二
を
四
倍
し
、

三
一
,
:
'
一
一
一
.
:
:
三
.
ー
ー
=
一
.
:
,
.
一
一
一
"
,
一
一
一

う
0

こ
の
点
を
考
え
る
と
、
一
寸
し

た
頭
や
勘
の
よ
さ
は
そ
れ
程
自
慢

に
な
ら
な
い
よ
う
だ
。
既
に
、
今

日
で
は
、
遊
戯
に
さ
え
マ
イ
ク
戸

コ
ソ
ピ
ユ
ー
タ
ー
を
使
う
時
代

で
あ
る
。
ま
す
ま
丈
複
雑
化
L
、

競
争
も
激
化
L
つ
つ
ぁ
る
経
済
社

会
に
あ
る
企
業
が
、
科
学
的
な
力

法
や
手
段
を
使
わ
ず
に
、
単
に
勘

や
器
用
さ
に
の
み
頼
っ
て
い
て
は

生
き
残
る
こ
と
は
む
ず
か
し
く
な

つ
て
い
る
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り

明
ら
力
だ
ろ
う
。

(
中
小
企
業
診
断
士
井
上
誠
逸
)

一
署

一
冒

十
月
二
十
三
日
、
十
一
月

一
署

一
冒
;
三
一
:
.
三
一
一
:
・
.
ニ
=

一
冒

Ξ

Ξ

二
岬

=
一
;
、
、
一
一
一

三

子

一
冒

一
=
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一
=

三

三

一
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た
ち
き
ろ
う
差
別
の
根

家
庭
で
職
場
で
近
隣
で

1
地
名
総
鑑
事
件
に
学
ぶ
ー

一
口
で
い
え
ぱ
、
全
国
の
同
和
地

区
の
市
町
村
名
、
所
在
地
(
新
旧
対

照
)
、
世
帯
数
と
主
た
る
職
業
な
ど
が

記
載
さ
れ
九
冊
子
を
指
し
て
呼
ぶ
名

称
で
あ
る
。

.
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●
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■
冒
●
■
●
■
■
■
卑
■
■
●
■
■
卑
●
.
■
■
.
■
.
■
■
■
■
卑
:
.
■
 
1

一
ど
ん
な
動
機
で
何
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ま
た
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「
地
名
総
鑑
」
の
購
入
を
誘
豊

伝
文
の
内
容
か
ら
作
成
、
販
売
、
購

入
の
動
機
、
目
的
を
み
る
と

①
不
況
下
で
傘
経
営
を
守
る
た

め
に
は
人
事
、
労
務
管
理
が
き
力

め
て
重
要
で
あ
る
。

②
新
規
採
用
の
と
き
は
身
元
を
厳

き
チ
る
ク
し
て
問
題
の
あ
る

人
物
を
採
用
す
る
な
。

③
戸
籍
の
閲
覧
制
限
が
き
び
し
く

な
る
と
、
興
信
所
の
身
元
調
査
が

力
づ
か
し
く
な
り
同
和
地
区
出
身

者
か
ど
ぅ
か
を
チ
ラ
ク
す
る
の

は
困
熱
で
あ
る
。

④
こ
の
「
地
素
鑑
」
を
買
え
ぱ

確
実
に
、
し
か
も
興
得
に
た
の

む
よ
り
安
く
、
容
易
に
同
和
地
区

出
身
者
か
い
な
か
を
調
べ
ら
れ

る
。

と
い
う
よ
う
に
記
城
L
て
、
「
人
事

調
査
考
課
、
結
婚
縁
組
な
ど
の
身
分

関
係
の
資
料
と
し
て
活
用
で
き
る
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。

ス
に
応
じ
て
-
0
0
パ
ー
七
ソ
ト
同

和
地
区
出
身
者
の
差
別
に
の
み
利
用

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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「
地
名
総
鑑
」
の
よ
う
な
差
別
を

商
い
に
す
る
悪
質
極
ま
る
図
書
は
、

「
す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等

で
あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、

社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
ょ
り
、
政

治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に

お
い
て
差
別
さ
れ
な
い
。
」
と
定
め
る

憲
法
十
四
条
(
法
の
下
の
平
等
)
の

精
神
に
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
同
和

地
区
出
身
者
の
有
す
る
職
業
選
択
の

自
由
(
同
法
第
二
二
条
)
、
婚
姻
の
自

由
(
同
法
第
二
四
条
)
な
ど
を
奪

特
に
就
職
、
仕
事
は
生
活
に
直

、
、

L結
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
機

会
が
均
等
に
保
障
さ
れ
な
 
V
こ
と

は
、
人
間
の
原
点
で
あ
る
生
存
権
、

並
び
に
勤
労
の
権
利
(
同
法
第
二
五

条
、
第
二
七
条
)
の
冬
に
通
ず
る

も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
地
名
総
鑑
」
事

件
は
、
同
和
地
区
出
身
老
の
有
す
る

最
も
重
要
な
基
本
的
人
権
を
侵
害
す

る
行
為
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
現

在
わ
が
国
社
会
の
多
く
の
分
野
、
す

な
力
ち
、
国
な
ら
び
に
地
方
公
共
団

体
と
、
広
く
国
民
か
推
進
し
て
い
る

同
和
問
題
の
解
決
に
対
す
る
挑
戦
で

あ
り
妨
害
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
点
で
も
薯
し
く
反
社
会
的
な
牙

、

゛
導

と
し
て
厳
し
く
非
鄭
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
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「
地
名
総
鑑
」
な
ど
の
冊
子

.

.

を
根
だ
や
し
す
る
に
は

「
地
名
総
鑑
」
は
、
ど
の
よ

う
な
は
た
ら
き
を
す
る
か

.
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左

右
の
宣
伝
文
の
内
容
か
ら
も
力
か

る
よ
う
に
「
地
名
総
鑑
」
は
、
同
和

地
区
出
身
の
人
々
を
採
用
時
に
チ
ェ

ー
し
て
採
用
し
な
い
。
採
用
後
で

あ
っ
て
も
、
昇
任
昇
格
の
際
に
チ
ェ

ツ
ク
を
し
て
登
用
し
な
い
と
い
う
よ

う
に
、
同
和
地
区
出
身
者
の
就
職
の

機
会
均
等
を
根
こ
そ
ぎ
奪
っ
は
た
ら

き
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
結
婚
と
い

つ
た
場
合
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
た
ケ
ー

惡
質
極
ま
る
冊
子
「
地
名
総
鑑
」

の
よ
う
な
図
書
を
根
だ
や
し
す
る
に

は
ど
ぅ
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

差
別
冊
子
は
最
近
は
一
般
家
庭
に

ま
で
そ
の
手
を
伸
ぱ
し
て
お
り
ま

す
。
法
務
省
の
出
先
機
関
で
あ
る
法

務
局
や
、
ま
た
人
権
挑
護
委
員
は

「
地
名
総
鑑
L
 
な
ど
の
冊
子
の
回
収

に
鋭
意
取
り
く
ん
で
お
り
ま
す
。
見

九
り
開
い
た
り
し
九
時
は
、
す
ぐ
に

通
報
し
て
下
さ
い
。

次
に
も
っ
と
大
事
な
こ
と
か
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
作
れ
ぱ
売
れ
る
と
い

う
、
差
別
が
商
売
に
な
る
と
い
う
社

会
的
士
壌
を
変
え
る
こ
と
で
す
。
残

念
な
が
ら
差
別
意
識
は
ま
だ
根
強
く

残
っ
て
V
ま
す
。
売
ら
な
い
、
買
わ

な
い
、
は
勿
論
の
こ
と
、
そ
の
場
で

そ
の
行
為
を
批
判
す
る
よ
う
な
社
会

的
風
潮
を
つ
く
り
あ
げ
ね
ぱ
な
り
ま

せ
ん
。
い
ま
一
度
部
落
差
別
の
本
質

を
認
識
し
、
す
べ
て
の
国
民
が
常
に

鋭
い
監
視
の
目
を
向
け
て
い
く
こ
と

に
つ
き
ま
す
。

、
署

、

■.

選
考
が
な
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
応
募
者

の
身
元
を
調
査
し
た
り
、
面
接
等
に

お
い
て
親
の
職
業
や
家
計
の
状
況
、

時
に
は
家
の
畳
数
を
尋
ね
る
な
ど
本

人
の
能
力
、
・
適
性
あ
る
い
は
意
欲
と

直
接
か
か
わ
り
の
な
い
事
柄
が
判
断

材
料
と
さ
れ
る
場
合
か
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
九
実
態
に
、
悪
質
な
差
別

冊
子
は
更
に
加
担
し
、
結
果
と
し
て

同
和
地
区
出
身
老
は
多
く
の
条
等

か
ら
就
職
の
門
を
閉
ざ
さ
れ
、
極
め

て
高
い
生
活
怠
率
、
失
業
率
等
に

示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
貧
困
と
低

位
な
生
活
実
態
の
な
か
に
放
置
さ
れ

才
レ
で
グ

畷
力
制
、
め

羨
、
タ

劒
气
、
"
、
"

、

毒

て
き
た
の
で
す
。

働
く
こ
と
は
、
告
を
維
持
し
て

い
く
だ
け
の
も
の
で
な
く
、
教
育
や

文
化
の
向
上
を
図
る
な
ど
人
間
と
し

て
生
き
て
い
く
た
め
の
恨
幹
に
か
か

わ
る
問
題
で
あ
り
、
こ
う
し
た
意
味

に
お
い
て
働
く
権
利
を
保
障
し
、
生

活
の
安
定
と
地
位
向
上
を
は
か
る
こ

と
が
同
和
問
題
解
決
の
中
心
的
課
題

で
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
理
解

を
深
め
よ
う
0
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現
在
、
企
業
等
が
従
業
員
を
採
用

t
る
場
ム
ロ
、
人
権
を
尊
重
し
光
採
用

小
規
模
共
済
及
び
中
小

企
業
倒
産
防
止
共
済
の

加
入
に
つ
い
て

標
記
二
事
業
に
つ
い
て
本
年

度
も
加
入
促
進
運
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
当
制
度
に
つ
い
て
詳

細
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は

当
所
中
小
傘
相
談
所
ま
で
船

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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